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優位サルと劣位サルのストレス反応
木村和正

(国立捕神神技センター ･柑神保蝕 ･心身医学)

赤毛ザルのオス二匹を同一のケージに入れる

ことで.情動的ストレスを負荷し､下垂体一

副腎皮質系の反応を調べてきた.その結果､
実収後に債位と判定された個体は.同居ストレス
に敏感に反応し､一過性にACTH､
コルチゾールの分泌が高まったが.劣位個体では
反応は鈍(､特にACTHの分71･Bの上昇は
ほとんど誼められなかった.優劣はある程度.
血中のアンドロジェン伍と相同するとの和告が
あり.今回は､下垂体一副腎皮質系と
アンドロジェンの関係を調べた.上記と同校の

同居突放では､同居2時間以内に.優位の
アンドロジェンの分泌は､劣位と比べ､相対的に

高かっf;.ACTHの分泌と正の相関が
みられたが.有意ではなかった.一般に､
グルココルチコイド はアンドロジェンの分泌を

抑制することが知られているが､前述のような
急性のストレス下で生じるストレス反応に
おいては､下垂体一副腎皮質系と性腺系の

相互作用ではなく､両方に共通の支配概梢が
推定される.
また.単独時と同居時にCRH負荷テストを
行ったところ.優位で同居時にACTH分路が

相対的に高い傾向がみられたが､単独の個体に
テストステロン製剤を筋注した後､

CRH負荷テストを行うと､テストステロン
投与前のCRH負荷テストと比べ､ACTHの
分泌が低下する傾向がみられた.これは.
テストステロンの く急性)の投与が優位の

生理的条件をつくりだすものではないことを
示している.
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妊娠ニホンザルにおけるリラキシン分

泌に的する研究

田谷一斉 ･大塚麻里子

(東京農工大 ･農 ･獣医 ･家畜生理)

リラキシンは､黄体や胎盤から分泌されるホル

モンであtJ､恥骨結合の弛穏及び子宮頚管関大作

用を有し､分娩時の骨盤口の関大を容易にするホ

ルモンである.本年度は､昨年度に確立したリラ

キシンのラジオイムノアッセイ法を用いて正常な

ニホンザルにおける妊娠中血中リラキシン浪虎を

測定した.また.妊娠末期におけるプロスタグラ

ンディンEZ(PGEZ)による子宮頚管熱化銃先時にお

けるリラキシンの動態についても検附した.

1.妊娠期間中のリラキシン分泌

血中リラキシン濃度は.妊娠成立と共に急増

し､mCGのど-クに､ほぼ同調して高位を示し.

妊好6週頃には一度低下した.その後.妊娠中

は､ほぼ一定の位を示し.分娩時の上昇はみられ

す､分娩後は直ちに低位に減少した.

2.子宮預管熱化研究時におけるリラキシン分泌

PGE2投与により子宮預管統発後､血中リラキシ

ン､プロゲステロンおよびmCG法度は､投与前後

で変化は認められなかった.しかし.血中エスト

ラジオール浪鹿は､PGEZ投与後､有意に増加し､

投与後2時間にピークに達し､投与後48時間に

はもとの位置に戻った.一方.分娩tB後にPGE2投

与を行った時には.すべての上妃ホルモンに変化

は認められなかった.

以上の結果から.リラキシンは.妊娠ニホンザ

ルては.胎盤ではなく､黄体から分泌されるこ
I

と､また､PGE2投与は.妊娠黄体には影響を与え

ないことが示唆された｡
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